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中学校・社会科・公民的分野・第３学年・地方自治と私たち①

仮想マニフェストの作成および模擬選挙の体験を通して、選挙への関心を高め、選挙制度の理解を深めることができる。

・生徒が候補者（市長）となって考えたマニフェストについて、プレゼン動画を事前に作成し、本時で視聴する。

・ＩＣＴ端末でクラス全員が仮想投票を行い、結果を全体に示し、投票理由を聞く際に活用する。

本時の学習の確認

マニフェスト動画の視聴

端末を使った仮投票および
結果の表示

投票した理由を意見交換

事例の概要

ICT活用のポイント

育成を目指す資質・能力

①マニフェスト動画の視聴
＜事前撮影＞
・グループで考えたマニフェストを紹介する方法として、事前にプレゼンを作成する。
・プレゼンの時間を設定した上で生徒たちはＩＣＴ端末を使用し、何度も撮影の
やり直しをしながら発表プレゼンを作成する。

＜動画の視聴＞
・クラス全員が大型テレビで視聴するが、見にくい場合は手元の端末で見ることが
できる。

②端末を使った仮投票および結果の表示
・動画の視聴後、アンケート機能を使い、生徒各自が投票する。
・全員の投票が終わった段階で、結果を大型テレビに示す。

※数人になぜその候補者に仮投票したのか理由を聞き、学級で意見交換する。最
終投票は、選挙管理委員会から借りた本物の投票箱で実際と同じ形式で行う。

福井県提供

最終投票



中学校・社会科・公民的分野・第３学年・地方自治と私たち②

ICT活用の工夫（〇）や留意事項（□）

○マニフェストを作成し、動画で撮影する活動は授業外の時間で

行った。生徒たちはそれぞれに工夫を凝らし、手書きの資料を見

せたり、キャッチフレーズを動画に挿入したりして取り組んだ。何度

も撮影のやり直しができるので、納得のいくものを発表していた。

□仮投票する際には、政策の内容で選択していくことが重要であ

るため、十分な念押しが必要である。

○本投票を行う前に他の生徒が政策のどのような点を評価してい

るのかを話し合うため、ＩＣＴ端末を使用し、仮投票を行った。

挙手では多数の生徒に流されがちな生徒も、自分の考えを意

思表示することができ、集計に時間もかからずその後の話し合い

の時間を確保できた。

□本投票をする前の話し合いが重要。政策を多面的・多角的に

評価するため、既習事項である「効率と公正」などの視点で評

価したことをクラス全体で共有するようにした上で、生徒は最終

的な価値判断を行う。

□インターネット投票を行っている国の選挙に触れることで、投票

率や投票方法等の選挙の課題に関連付けて、発展的な学習

を行うことも考えられる。

【マニフェスト動画視聴後 本投票の準備】

【授業の導入】

【活用したソフトや機能】 動画撮影、動画編集、ファイル共有、アンケート



中学校・社会科・地理的分野・第２学年・日本の地域的特色と地域区分①

① 地理院地形図や写真、画像を提示することにより、東北中央自動車道の全線開通により福島市にどのような変化があるのかという問いをもたせる。

② 地域が発展するために大切なことを多面的・多角的に考察するために、ウェブ会議システムを活用して、高速道路開通による変化について、市役所職員か

ら話を聞き、質問したり意見を述べたりする。専門家から直接話を聞くことで地域にみられる課題やその解決に向けた取組について理解を深めることができる。

【知識・技能】 交通・通信網の今日的課題を理解し、統計資料や地図から、世界や日本の交通・通信網の発達や変化を読み取る・まとめる技能

【思考・判断・表現】 交通・通信網の発達による人々の生活の変化や諸課題について様々な地域スケールで考察し、自分の言葉でまとめる力

【主体的に学習に取り組む態度】 よりよい社会の実現に向けて、交通・通信網の諸課題について主体的に追究しようとする態度

福島県提供



○ 現在コロナウイルスの影響から校外学習等を実施することが難しくなって
いる。ICT機器を活用することにより、専門家から直接話をうかがえることは
生徒にとって大変貴重な学びとなる。
○ 活用に当たっては、講師となる方に話をしていただく内容について事前に打
合せを行う必要がある。また、一方的に話を聞くだけではなく、双方向のやり
とりができるように生徒からの質問時間を設定するとともに、質問事項の整
理など事前準備を行って聞き取り調査によって情報を収集する技能を身に
付けさせる。
○ 本事例を発展させることにより、他校や世界中の人々と簡単につながるこ
とができる。

日本の地域的特色と地域区分】②

○ 授業の導入でICT機器を活用し、視覚的に資料を提示したり、考えを共
有したりすることは、生徒の興味関心を高め、生徒一人一人に問いを持たせ
る上で効果的である。

○ 活用に当たっては、すべてを提示してしまうのではなく、一部を隠したり、提
示する部分を限定したりするなど工夫して、生徒が「あれ？」「どうして？」とい
う疑問を抱いたり、「知りたい」「調べたい」という意欲をもったりすることができ
るようにする。

中学校・社会科・地理的分野・第２学年・日本の地域的特色と地域区分②
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